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戦評用紙

大会名 令和8年度　第77回山形県高等学校総合体育大会兼全国高等学校体育大会山形県予選会

日時 20 26 年 区分 高体連7 日 １４ ：6 月

　決勝戦は、１月に行われた山形県新人大会決勝と同じ、山形中央（以下、山中）と羽黒の一戦となっ
た。
　スターティングメンバーは、山中＃９１、＃２１、＃０、＃５、＃１、羽黒＃５８、＃３、＃５、＃４０、＃４１

１Q
山中、羽黒ともにマンツーマンディフェンスでスタート。羽黒＃５８のスリーポイントでスコアが動く。山中
は＃９１のミドルシュートで得点。その後は両者ともに激しいディフェンスを展開し、スコアが停滞する。
１Q残り４分、羽黒＃４１のスリーポイントでスコアが動くも、すぐさま山中＃２１もスリーポイントを決め
返す。その後も一進一退の攻防を繰り広げ、スコアは１３ー１４、羽黒リードで終了。

２Q
開始早々から羽黒＃４０のミドルシュートと＃４１のスリーポイントシュートが決まり、流れが羽黒に傾き
かけるも、山中も＃５１のドライブなどで食らいつく。羽黒＃５８、山中＃２１のスリーポイントが決まりス
コアは２８−２１。その後、山中＃５が連続でスリーポイントを決めて点差を縮める。羽黒はオフェンスリ
バウンドからのセカンドチャンスをものにし、着実に点数を積み重ねる。３７ー２９、羽黒８点リードで前
半を終える。

３Q
開始２０秒、山中は＃９１のバスケットカウントからの３点プレーで流れを掴む。羽黒はディフェンスを２
−３のゾーンディフェンスに変更し、激しいディフェンスを展開する。山中は＃９１のオウンゴールを皮切
りに、羽黒＃４１と＃５８のスリーポイントで連続失点してしまい、たまらずタイムアウト。その後は一進
一退の攻防が続くも、残り時間３分、羽黒は＃４５のスティールからのレイアップで５１－４１の１０点差
とする。その後も羽黒は＃３や＃４５のシュートで得点を重ねる。一方の山中はディフェンスを２−３の
ゾーンディフェンスに変更し、抵抗を試みるも羽黒のゾーン攻略に苦しみ、スコアは６１−４７で羽黒が１
４点リードと点差を広げて終了。

４Q
羽黒＃５８のフリースローでスコアが動く。山中は＃９１のスリーポイントで反撃に出るも、すぐさま羽黒
＃３がリバウンドからのシュートを決め返す。その後山中は激しいディフェンスを展開し、ディフェンスリ
バウンドを取り切る。オフェンスでは、＃２１のスリーポイントシュートと＃５の速攻のレイアップで点差
を７点に縮める。ここで羽黒たまらずタイムアウト。タイムアウト明け、山中がチーム一丸となったディ
フェンスを披露し、試合時間残り２５秒、山中＃９１のスリーポイントで６９−６９の同点に追いつき、会場
の熱気は最高潮。羽黒はタイムアウト明け、＃４１のシュートで決着を狙うもシュートは外れ、試合は延
長戦に突入。

OT
羽黒＃４０のミドルシュートが決まり試合が動くも、山中＃２１がすかさずドライブでやり返す。その後も
山中が決めれば羽黒もやり返す、一進一退の攻防が続くも、山中＃２１が無念の負傷退場。その後の
オフェンスで羽黒＃５がシュートを決めきり試合時間残り１５秒、８０−７７とリードを広げ、ここで山中タ
イムアウト。タイムアウト明け、山中はスリーポイントで同点を狙うも、最後のシュートはリングに嫌われ
万事休す。オーバータイムまでもつれる激戦を制した羽黒が５年連続の優勝を勝ち取った。

戦評者 成澤翔太郎、村上魁人
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